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現代は飽食の時代－いつまで「日本茶」と呼べるのか 
食品機能研究部 平原　文子 

　Ｍｅａｌ ｓｏｌｕｔｉｏｎ（ＭＳ）、Ｈｏｍｅ ｍｅａｌ ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ

（ＨＭＲ）、Ｅａｔ-ｉｎ、Ｃｏｎｖｅｎｉｅｎｃｅ ｆｏｏｄｓ、Ｄｅｌｉｃａｔｅ-

ｓｓｅｎ（独）、コピー食品、モモルデシン、シトルリン

ｅｔｃ。私達の周囲には健康に関する英語・ドイツ語、

カタカナ言葉が多く情報は氾濫しております。これ

らの言葉はこの１０日間に一般の方から受けた電話に

よる質問の一部です。健康への関心の強さからでしょ

う、ＴＶをつけてもどこかのチャンネルで「食」を扱っ

た番組が見られます。中には、専門家向けの雑誌に

発表されたばかりのもので専門家でも耳新しい情報

も少なくありません。どの程度理解できているのか

疑問です。一方では、「地産地消」、「毎回食完全」、「中

食」、「個食または孤食」、「食育」など地に足のついた

質問や、速水先生や佐伯先生のご研究や「食品分析

総覧：旧栄研の分析書の第１号」など半世紀前の研

究業績まで両極端に範囲が広がっております。それ

らの情報には Ｓ ｔｏ Ｓ（専門家から専門家へ）や Ｓ ｔｏ Ｍ

（専門家からマスコミを通じた一般の方へ）など知見

の流れる方向は幾つかありますが、適切でない流れ

で発信されているものもあります。これらはむしろ「ヘ

ルスハザード」（健康危険）を招くことになります。 

　また、「変食・奇食」とでも呼んだらよいのでしょ

うか、ご飯にいろいろな食材や調味料などを乗せ、ゴ

チャゴチャと混ぜて食べる若者のグル－プがいます。

ＴＶでも取り上げ、周囲の方は顔をしかめ、吐き気をと。

その時のコメンテーターの管理栄養士は「胃に入れば

…。栄養的にはバランスは云々」と。 

　最近では食品の機能性のうちの第３の機能性が重視

され、第２機能（色・味・香り、盛り付けなどの食感）

については「食通」も増えている。その一方、無頓着

で、第１機能の空腹を満たすだけのひとも増えている

のです。 

　食品の入手についても、日本人の胃袋を満たすため、

諸外国から多くの食物を輸入しております。自給率の

高い「お米」や「日本茶」もいつまで「日本茶」「国

内米－Ｊａｐｏｎｉｃａ－Ｊａｐｏｎｉｃａ」と呼べるのでしょうか？

「日本茶」の味のしない「日本茶」や、味も食感も劣

る「無洗米」が多くで出まわっております。これで健

康は保たれるのでしょうか？ 

　これからは健康維持・増進の管理は個人の時代です。

専門家がどのように一般の方を指導していくかがこの

情報の氾濫時代での役割として大切になっているよう

に思えます。 




